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は
じ
め
に

「
国
母
」
は
、
平
安
中
期
以
降
の
作
り
物
語
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。

主
人
公
が
女
性
で
あ
る
場
合
、
物
語
内
の
中
途
も
し
く
は
終
盤
で
「
国
母
」
と
な
る

こ
と
が
多
く
、
ま
た
主
人
公
で
な
く
と
も
、
作
り
物
語
が
宮
廷
と
い
う
政
権
の
場
を

舞
台
と
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、「
国
母
」
は
多
か
れ
少
な
か
れ
主
人
公
に
関
わ
る
存

在
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
作
り
物
語
の
「
国
母
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
沼

尻
利
通
氏
を
始
め
と
し
て
、主
に
『
う
つ
ほ
物
語
』（
以
下
、『
う
つ
ほ
』）『
源
氏
物
語
』

（
以
下
、『
源
氏
』）
と
い
っ
た
よ
う
な
、
作
品
を
限
っ
た
研
究
が
為
さ
れ
て
き
て
は
い

る
も
の
の①
、
特
に
平
安
後
期
以
降
の
複
数
の
作
り
物
語
を
視
野
に
入
れ
、
中
長
期
的

な
「
国
母
」
像
を
示
し
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
今
回
は
こ
の
よ
う
な

「
国
母
」
た
ち
に
つ
い
て
、
複
数
の
作
り
物
語
に
お
け
る
登
場
人
物
た
ち
を
比
較
・
検

討
し
な
が
ら
、
そ
の
大
凡
の
全
体
像
を
掴
ん
で
み
た
い
と
思
う
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
「
国
母
」
は
后
宮
や
女
院
と
い
っ
た
地
位
を
伴
う
存
在
と
し
て

描
か
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
后
宮
に
つ
い
て
は
、先
行
研
究
に
お
い
て
は
、

や
は
り
物
語
ご
と
の
考
察
が
主
で
あ
る
が
、女
院
に
つ
い
て
は
、野
村
倫
子
氏
の
「
物

語
の
「
女
院
」、
素
描
」（『
源
氏
物
語
と
帝
』
二
〇
〇
四
年
六
月　

森
話
社
）、「
物
語
の

「
女
院
」
再
考
―
平
安
後
期
及
び
鎌
倉
物
語
に
『
源
氏
物
語
』
藤
壺
の
影
響
を
見
る

―
」（『
平
安
文
学
研
究
・
衣
笠
編
』
二
〇
〇
九
年
三
月　

和
泉
書
院
）
に
お
け
る
考
察
が
あ

る
。
氏
は
、『
源
氏
』
以
降
の
王
朝
物
語
群
に
お
い
て
登
場
す
る
女
院
を
展
望
さ
れ
、

そ
の
置
か
れ
る
状
況
、
宣
下
条
件
お
よ
び
特
筆
す
べ
き
点
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。

上
記
を
参
照
し
つ
つ
、
本
稿
で
は
『
う
つ
ほ
』『
源
氏
』『
狭
衣
物
語
』（
以
下
、『
狭

衣
』）『
夜
の
寝
覚
』（
以
下
、『
寝
覚
』）『
と
り
か
へ
ば
や
』『
有
明
の
別
れ
』『
苔
の
衣
』

『
い
は
で
し
の
ぶ
』『
浅
茅
が
露
』『
岩
清
水
物
語
』『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
に
お
け

る
「
国
母
」
で
あ
る
后
宮
と
女
院
に
つ
い
て
、
主
に
そ
の
①
出
自
、
②
物
語
に
お
け

る
位
置
、
③
落
飾
と
い
っ
た
三
つ
の
観
点
か
ら
、
そ
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
な
お
、

『
む
ぐ
ら
』『
雫
に
に
ご
る
』『
風
に
つ
れ
な
き
』
の
三
作
品
に
関
し
て
は
、物
語
の
主

要
部
分
が
ほ
ぼ
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
ま
た
、
現
在
本
文
が
後
世
の
改
作

か
と
さ
れ
る
『
し
の
び
ね
』
は
、
適
宜
参
照
す
る
程
度
に
留
め
た
。
更
に
、『
と
り
か

へ
ば
や
』
の
中
宮
は
、
母
后
と
し
て
考
察
の
対
象
内
と
し
た
が
、
女
春
宮
は
国
母
で

は
な
い
た
め
、
こ
れ
を
除
い
た
。

一　

女
院
と
な
る
国
母
、
な
ら
な
い
国
母

作
り
物
語
に
お
け
る
「
国
母
」
の
最
終
的
地
位
は
、
主
に
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

女
院
と
后
宮
の
二
つ
で
あ
る
。
更
に
詳
し
く
言
う
な
ら
ば
、「
国
母
」
で
あ
る
こ
と
を

大
き
な
前
提
と
し
て
、
夫
で
あ
る
帝
が
譲
位
も
し
く
は
崩
御
の
後
に
、
女
院
と
な
る

も
の
と
、
后
宮
の
ま
ま
留
ま
る
者
と
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
、

何
故
に
現
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

考
察
対
象
と
す
る
物
語
の
后
宮
と
女
院
を
、
人
物
呼
称
を
手
掛
か
り
に
挙
げ
て
み
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る
と
、
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
物
語
の
う
ち
、
ま
だ
女
院
と
い
う
制
度
自
体
が
見
ら
れ
な
い
う
ち
に
成

立
し
た
『
う
つ
ほ
』
は
、
こ
こ
で
は
除
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
は
、
后
宮
お
よ
び
女
院
の
出
自
と
、
物
語
に
お
け
る
位
置
に
関
し
て
、
お
も

に
主
人
公
と
の
関
係
か
ら
比
較
し
て
み
る
。
后
宮
で
は
、
源
氏
出
身
は
『
狭
衣
』
の

皇
后
宮
の
み
で
あ
る
。
藤
氏
出
身
は
『
源
氏
』
の
弘
徽
殿
大
后
、『
と
り
か
へ
ば
や
』

の
中
宮
、『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
の
藤
壺
が
い
る
。
物
語
の
中
で
は
出
自
を
示
唆
す

る
記
述
が
見
ら
れ
な
い
の
が
『
寝
覚
』
の
大
皇
の
宮
、『
苔
の
衣
』
の
大
宮
、『
浅
茅

が
露
』
の
先
坊
の
母
后
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
大
皇
の
宮
の
氏
族
に
つ
い
て
は
、
全
く

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
主
人
公
の
父
太
政
大
臣
は
臣
籍
降
下
し
た
源
氏
で

あ
っ
て
、
大
皇
の
宮
の
夫
で
あ
る
朱
雀
院
と
は
兄
弟
で
あ
る
。
主
人
公
の
母
で
あ
る

帥
宮
女
に
は
兄
が
一
人
い
る
が
、
そ
の
族
に
も
入
っ
て
い
な
い
。
ど
ち
ら
か
ら
し
て

も
、
大
皇
の
宮
は
主
人
公
と
ご
く
近
い
親
族
の
可
能
性
は
低
い
よ
う
で
あ
る
。

『
苔
の
衣
』
の
大
宮
に
つ
い
て
は
、
藤
氏
出
身
か
、
夫
の
帝
と
は
異
な
る
皇
統
の
皇

族
の
可
能
性
が
あ
る
。
今
井
源
衛
『
中
世
王
朝
物
語
7　

苔
の
衣
』（
一
九
九
七
年
、笠

間
書
院
）
解
題
で
は
、大
宮
の
兄
弟
の
関
白
を
指
し
て
「
そ
の
姓
氏
は
明
記
さ
れ
て
は

い
な
い
が
、
や
は
り
藤
原
氏
で
あ
ろ
う
。
史
実
の
上
で
、
こ
の
作
品
の
成
っ
た
文
永

年
間
ご
ろ
の
関
白
は
藤
原
氏
に
限
っ
て
い
た
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
夏
」

巻
で
は
、
関
白
が
病
臥
し
て
い
る
子
息
の
中
納
言
を
見
舞
っ
た
折
に
、「
我
が
身
の
今

日
明
日
た
だ
人
に
な
り
た
る
と
い
ふ
ば
か
り
こ
そ
」
と
言
う
場
面
が
あ
る
。
宿
世
の

比
喩
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
臣
籍
降
下
し
た
と
取
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
文
脈
上
か

ら
も
、
判
断
が
つ
き
か
ね
る
箇
所
で
あ
る
。

『
浅
茅
が
露
』
の
先
坊
の
母
后
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
先
帝
の
后
で
あ
っ
て
、
常
磐

院
と
、
先
坊
と
が
兄
弟
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
登
場
せ

ず
、
説
明
の
み
の
人
物
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
氏
族
に
関
す
る
明
確
な
記
述
は
確
認
で

き
な
い
が
、
故
太
政
大
臣
の
姉
妹
で
あ
る
こ
と
は
物
語
の
中
に
見
え
る
。
更
に
、
故

太
政
大
臣
の
孫
に
あ
た
る
三
位
中
将
が
、
出
家
の
た
め
北
山
聖
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

我
身
に
た
ど
る

姫
君

我
身
に
た
ど
る

姫
君

我
身
に
た
ど
る

姫
君

岩
清
水
物
語

浅
茅
が
露

い
は
で
し
の
ぶ

苔
の
衣

有
明
の
別
れ

寝
覚
狭
衣
源
氏

物
語
名

我
身
女
院

嵯
峨
女
院

水
尾
女
院

女
院
常
磐
の
女
院

女
院
女
院
女
院
女
院（
※
2
）

女
院
薄
雲
女
院

人
物
呼
称

関
白
女

関
白
女

前
関
白
女

前
関
白
女

源
氏
か

先
帝
女
二
宮

関
白
女

左
大
臣
女

関
白
左
大
臣
女

太
政
大
臣
女

先
帝
四
宮

出
自

太
皇
太
后
宮

太
皇
太
后
宮

中
宮
中
宮
中
宮

（
一
品
宮
。
臣
籍

降
嫁
）

中
宮
中
宮
中
宮
か

〔
皇
太
后
宮
〕

中
宮
か
（
※
１
）

最
終
后
位

〔
推
定
〕

巻
五

巻
四

巻
四
上
巻
物
語
前
半

巻
四
「
冬
」
巻

巻
一
末
尾
欠
巻
部

巻
三
以
前

「
澪
標
」
巻

女
院
と
な
る

時
期

巻
四

巻
四
以
前

巻
三
上
巻
物
語
前
半

夫
は
内
大
臣

「
冬
」
巻

巻
一
末
尾
欠
巻
部

物
語
冒
頭
以
前

「
葵
」
巻

夫
院
の

譲
位
時
期

表
一
―
一
．
后
宮
と
な
る
国
母

（
※
）
出
自
が
父
親
の
官
職
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
藤
氏

（
※
1
）
宣
下
当
時
、
薄
雲
女
院
は
后
位
を
返
上
し
て
い
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

（
※
2
）『
風
葉
和
歌
集
』
の
和
歌
と
呼
称
よ
り
、
最
終
官
職
が
女
院
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

我
身
に
た
ど
る

姫
君

浅
茅
が
露

苔
の
衣

と
り
か
へ
ば
や

寝
覚
狭
衣
源
氏
う
つ
ほ

う
つ
ほ

物
語
名

藤
壺
先
坊
の
母
后

大
宮
中
宮
大
皇
の
宮

皇
后
宮

弘
徽
殿
大
后

あ
て
宮

后
宮

人
物
呼
称

今
関
白
女

源
氏
か

藤
氏
ま
た
は

源
氏
女

入
道
関
白
女

不
明
源
氏
女

右
大
臣
女

源
氏
女

関
白
女

出
自
（
※
）

太
皇
太
后
宮

〔
皇
太
后
宮
〕

〔
皇
太
后
宮
〕

中
宮
〔
皇
太
后
宮
〕

皇
后
宮

〔
皇
太
后
宮
〕

女
御
〔
皇
太
后
宮
〕

最
終
后
位

〔
推
定
〕

巻
七
物
語
冒
頭
以
前

「
春
」
巻

巻
四
巻
三
以
前

物
語
冒
頭
以
前

「
葵
」
巻

「
国
譲
下
」

「
俊
蔭
」
以
前

最
終
后
位

昇
進
時
期

巻
四
物
語
冒
頭
以
前

「
春
」
巻

巻
四
物
語
冒
頭
以
前

巻
四
「
葵
」
巻

在
位
中

「
国
譲
下
」

夫
院
の

譲
位
時
期

表
一
―
二　

女
院
と
な
る
国
母
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「
大
神
宮
に
氏
の
神
の
夜
昼
ま
ぼ
り
き
こ
え
給
ひ
て
そ
の
本
意
か
な
ひ
が
た
う
お
は

し
ま
す
」
と
、
諭
さ
れ
る
場
面
が
見
ら
れ
る
。
伊
勢
大
神
宮
を
氏
神
と
す
る
氏
族
は

源
氏
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
故
太
政
大
臣
は
臣
籍
降
下
し
た
源
氏
、
も
し
く
は

そ
の
子
孫
で
あ
っ
て
、
姉
妹
の
先
坊
の
母
后
は
、
皇
女
ま
た
は
源
氏
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
女
院
の
場
合
は
、
先
帝
の
皇
女
で
女
院
と
な
っ
た
の
が
『
源
氏
』
の
薄
雲

女
院
と
、『
い
は
で
し
の
ぶ
』
の
女
院
で
あ
る
。
藤
氏
出
身
で
は
『
狭
衣
』『
寝
覚
』

『
有
明
の
別
れ
』『
岩
清
水
物
語
』
の
女
院
、
お
よ
び
『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
の
三

人
で
あ
る
。
不
明
な
の
は
『
苔
の
衣
』
の
女
院
と
、『
浅
茅
が
露
』
の
常
磐
の
女
院
と

な
る
。

『
苔
の
衣
』
の
女
院
に
関
し
て
は
、
先
述
の
大
宮
と
同
様
、
関
白
の
血
縁
者
（
関
白

女
）
で
あ
る
た
め
、藤
氏
か
源
氏
と
い
う
こ
と
ま
で
し
か
わ
か
ら
な
い
。『
浅
茅
が
露
』

の
常
磐
の
女
院
に
つ
い
て
は
、
出
自
に
関
す
る
記
述
は
無
い
。
た
だ
、
関
白
と
親
し

く
語
ら
っ
て
い
る
場
面
が
あ
る
こ
と
、
関
白
の
息
子
夫
婦
の
若
君
誕
生
の
際
に
は
御

祝
い
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
関
白
の
姉
妹
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
だ
と
す

れ
ば
、
先
坊
の
母
后
と
同
じ
経
緯
か
ら
し
て
、
源
氏
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
う
す
る

と
『
浅
茅
が
露
』
の
登
場
人
物
の
ほ
と
ん
ど
が
皇
族
や
源
氏
と
い
う
、
作
り
物
語
と

し
て
は
少
々
特
異
な
傾
向
を
示
す
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

以
上
か
ら
す
る
と
、
出
自
に
関
し
て
は
、
后
宮
に
も
女
院
に
も
他
の
氏
族
に
比
べ

て
圧
倒
的
に
藤
氏
、
し
か
も
関
白
女
が
多
い
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
そ
れ
以
外

の
氏
族
は
ご
く
少
数
で
、
敢
え
て
そ
こ
に
違
い
を
認
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
后
宮
に

は
源
氏
か
ら
立
つ
こ
と
も
あ
り
、
女
院
に
は
先
帝
皇
女
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
加
え
て
国
母
か
ら
后
宮
と
な
る
源
氏
女
は
、『
浅
茅
が
露
』
の

そ
れ
が
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
成
立
時
期
と
さ
れ
る
鎌
倉
中
期
頃
ま
で
、
作
り
物

語
に
お
い
て
は
存
続
し
て
い
る
の
に
対
し
、国
母
か
ら
女
院
と
な
る
皇
女
は
『
源
氏
』

で
登
場
し
た
薄
雲
女
院
の
後
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
鎌
倉
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る

『
い
は
で
し
の
ぶ
』
の
女
院
は
皇
女
の
国
母
で
あ
る
が
、
入
内
も
立
后
も
し
て
い
な

い
。
女
院
は
先
院
の
遺
児
で
あ
り
、
臣
籍
に
あ
る
一
条
院
内
大
臣
に
降
嫁
し
た
内
親

王
で
あ
っ
て
、
兄
帝
に
男
皇
子
が
い
な
い
た
め
、
所
生
の
若
君
が
春
宮
と
な
っ
て
女

院
号
を
賜
る
と
い
う
、
史
実
上
の
み
で
な
く
物
語
上
で
も
極
め
て
稀
な
事
例
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
実
際
に
は
鎌
倉
中
期
ま
で
に
入
内
、
国
母
を
経
て
女
院
と
な
っ
た
皇
女

は
陽
明
門
院
禎
子
（
一
〇
一
三
―
一
〇
九
四
）
の
み
で
あ
る
。
時
代
が
下
れ
ば
下
る
ほ

ど
、
皇
女
で
国
母
と
な
る
女
院
は
、
物
語
作
者
か
ら
は
遠
い
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
権
門
出
身
で
な
い
女
院
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
野
村

氏
は
先
の
論
文
で
『
し
の
び
ね
』
の
女
君
を
代
表
し
て
「
建
春
門
院
の
、
入
内
せ
ず

に
皇
子
を
出
産
、
皇
子
の
即
位
に
よ
っ
て
女
院
宣
下
を
受
け
た
こ
と
の
影
響
」
を
読

み
取
ら
れ
、
そ
れ
も
無
論
首
肯
す
べ
き
御
論
で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
物
語
を

参
照
す
る
と
『
む
ぐ
ら
』
や
『
風
に
つ
れ
な
き
』
の
よ
う
な
、
后
位
を
経
な
い
で
女

院
と
な
る
方
を
む
し
ろ
例
外
と
と
ら
え
、
白
河
法
皇
の
養
女
待
遇
と
は
い
え
、
閑
院

流
藤
氏
の
た
だ
人
か
ら
鳥
羽
中
宮
、
国
母
を
経
て
女
院
と
な
っ
た
待
賢
門
院
の
影
響

も
認
め
て
良
い
よ
う
に
思
う
。
物
語
の
女
院
の
多
く
と
は
異
な
り
、
待
賢
門
院
が
不

幸
せ
な
晩
年
を
送
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

待
賢
門
院
の
入
内
は
「
永
久
例
」
と
し
て
、
し
ば
し
ば
後
世
に
も
吉
例
と
し
て
拠
り

所
と
さ
れ
て
も
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
史
実
に
お
い
て
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
期
の
源
氏
出
身
の
国
母
に
つ
い

て
は
、
養
女
と
い
う
形
を
取
る
こ
と
も
あ
る
。
後
白
河
妃
で
二
条
の
母
と
な
っ
た
源

懿
子
や
、
後
鳥
羽
後
宮
で
土
御
門
の
母
と
な
っ
た
承
明
門
院
源
在
子
な
ど
が
そ
れ
で

あ
る
。
ど
ち
ら
も
本
姓
は
藤
氏
で
あ
っ
て
、
こ
の
う
ち
懿
子
は
薨
去
後
の
贈
皇
太
后

宮
、
在
子
は
立
后
せ
ず
に
女
院
宣
下
を
受
け
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
今
ま
で
見
て
き
た

物
語
と
は
齟
齬
が
あ
る
。
物
語
に
お
い
て
源
氏
女
の
国
母
と
い
え
ば
、
す
ぐ
に
『
源

氏
』
の
明
石
中
宮
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
明
石
中
宮
は
光
源
氏
の
実
子
で
あ

る
し
、
ま
た
、『
源
氏
』
に
は
以
降
の
御
代
が
わ
り
が
無
い
た
め
、
明
石
中
宮
が
后
宮
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の
ま
ま
な
の
か
、
女
院
と
な
る
の
か
は
不
明
で
は
あ
る
。
た
だ
、
ひ
と
つ
の
仮
説
と

し
て
、
中
世
王
朝
物
語
に
お
い
て
主
人
公
と
敵
対
せ
ず
、
親
族
と
し
て
庇
護
者
の
立

場
に
立
つ
后
宮
が
多
く
な
る
背
景
に
は
、
物
語
作
者
ら
の
宇
治
十
帖
へ
の
視
線
と
共

に
、
明
石
中
宮
の
存
在
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二　

主
人
公
と
の
関
わ
り
か
ら
み
た
位
置

次
に
、后
宮
と
女
院
の
物
語
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。
ま
ず
は
、

物
語
の
主
要
人
物
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
最
終
的
地
位
が
后
宮
の
者
で
は
、

全
編
も
し
く
は
一
時
的
に
で
も
、
物
語
の
主
要
人
物
と
な
っ
た
の
は
、『
と
り
か
へ
ば

や
』
の
中
宮
と
、『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
の
藤
壺
で
あ
る
。『
と
り
か
へ
ば
や
』
の

中
宮
は
、
物
語
の
当
初
よ
り
男
装
の
姫
君
と
し
て
登
場
し
、
弟
の
男
尚
侍
と
の
入
れ

替
え
を
経
て
、
春
宮
の
母
と
な
り
中
宮
と
な
っ
た
。
物
語
を
通
し
て
の
主
人
公
と
言

え
よ
う
。
藤
壺
は
、
物
語
の
中
盤
（
巻
四
）
か
ら
登
場
し
、
春
宮
に
入
内
、
春
宮
の
即

位
と
同
時
に
中
宮
と
な
り
、
第
一
皇
子
を
産
ん
だ
。
巻
五
、
巻
六
で
は
嵯
峨
院
姫
宮

で
あ
る
女
帝
と
の
共
同
統
治
の
さ
ま
が
描
か
れ
る
。
後
に
は
、
物
語
の
末
尾
ま
で
二

代
の
帝
（
新
帝
・
今
上
）、
お
よ
び
春
宮
の
母
と
し
て
重
き
を
成
し
た
。

主
要
人
物
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
登
場
し
た
後
に
主
人
公
に
対
し
て
直
接
、

ま
た
は
間
接
的
に
行
動
を
起
こ
す
者
と
し
て
は
、『
源
氏
』
の
弘
徽
殿
大
后
、『
狭
衣
』

の
皇
后
宮
、『
寝
覚
』
の
大
皇
の
宮
、
お
よ
び
『
苔
の
衣
』
の
大
宮
が
い
る
。
四
者
と

も
物
語
に
登
場
し
た
時
点
か
ら
、
院
や
帝
の
后
妃
で
あ
っ
て
、
今
上
や
春
宮
、
も
し

く
は
今
上
の
一
宮
の
母
と
し
て
寄
せ
重
き
人
々
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
弘
徽
殿
大
后

と
大
皇
の
宮
と
が
、
主
人
公
と
は
直
接
の
血
縁
者
で
は
な
い
敵
役
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
皇
后
宮
と
大
宮
は
主
人
公
と
は
仲
の
悪
く
な
い
縁
者
で

あ
っ
て
、
対
立
は
し
な
い
立
場
に
あ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
見
る
と
、
女
院
と
い
う
地
位
の
登
場
す
る
物
語
で
は
、
后
位
を
最
終

的
地
位
と
す
る
主
人
公
・
主
要
人
物
は
、
二
名
し
か
い
な
い
。
こ
の
う
ち
、『
我
身
に

た
ど
る
姫
君
』
の
藤
壺
は
、
一
度
女
院
候
補
に
挙
が
っ
た
が
、
結
局
は
太
皇
太
后
宮

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
「
皇
后
宮
、
ま
た
女
院
な
ど
も
聞
こ
え
さ
す
べ
け
れ
ど
、
思
し

召
す
や
う
あ
り
て
、
な
ほ
太
皇
太
后
の
宮
に
上
が
ら
せ
給
ふ
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
意

図
的
に
女
院
と
な
る
の
を
固
辞
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
物
語
の
場
合

は
、
母
后
の
最
終
的
地
位
は
女
院
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。

『
と
り
か
へ
ば
や
』
の
場
合
は
、
春
宮
の
即
位
は
物
語
の
末
尾
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
末
尾
部
分
に
は
、
中
宮
は
登
場
し
な
い
。
生
後
程
無
く
し
て
別
れ
た
我
が
子
と

の
再
会
と
い
う
最
後
の
重
要
場
面
を
終
え
た
後
に
は
、
短
い
後
日
譚
の
中
で
、
母
后

と
し
て
の
繁
栄
が
容
易
に
想
像
で
き
得
る
中
宮
の
様
子
に
言
及
す
る
必
要
性
は
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
更
に
は
、
中
宮
の
夫
君
で
あ
る
帝
に
つ
い
て
も
、「
帝
も

お
り
さ
せ
給
ひ
ぬ
れ
ば
、
春
宮
位
に
つ
か
せ
給
、
二
の
宮
坊
に
ゐ
さ
せ
給
。」
と
の
記

述
の
み
で
、
譲
位
後
の
姿
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
鑑
み
る
に
、
作
り
物
語
に
お
い
て
女
院
と
い
う
地
位
が
視
野
に
入
っ

て
い
る
場
合
、
物
語
の
主
人
公
・
主
要
人
物
で
あ
る
国
母
の
最
終
的
地
位
は
、
や
は

り
女
院
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
後
ま
で
后
位
の
ま
ま

の
国
母
は
、途
中
で
女
院
と
な
ら
な
い
理
由
が
述
べ
ら
れ
る
か
、ま
た
は
女
院
と
な
っ

た
と
思
し
き
箇
所
か
ら
末
尾
ま
で
が
短
く
、
登
場
人
物
と
し
て
、
そ
れ
以
上
筆
を
割

か
れ
る
必
要
性
に
は
欠
け
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
物
語
の
主
人
公
・
主
要
人
物
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
と
の
関
わ
り
が
見
ら

れ
る
后
宮
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
物
語
登
場

時
か
ら
既
に
当
帝
も
し
く
は
院
の
后
妃
で
あ
っ
て
、
第
一
皇
子
ま
た
は
帝
の
母
で
あ

る
。『

源
氏
』
の
弘
徽
殿
大
后
は
、
こ
こ
で
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
光
源
氏
の

父
桐
壺
帝
の
女
御
に
あ
た
る
。
光
源
氏
の
母
更
衣
と
は
桐
壺
帝
を
巡
っ
て
敵
対
関
係

に
あ
り
、
子
息
の
光
源
氏
に
も
穏
や
か
な
ら
ぬ
感
情
を
抱
い
て
い
た
。
第
一
皇
子
が
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春
宮
に
定
ま
る
前
は
尚
更
で
あ
り
、
そ
の
後
も
朧
月
夜
と
の
関
係
や
、
継
母
の
薄
雲

女
院
と
の
、
冷
泉
帝
に
対
す
る
協
力
体
制
か
ら
し
て
、
敵
視
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

『
う
つ
ほ
』
の
后
の
宮
と
共
に
、
主
人
公
の
敵
役
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
存
在
で

あ
っ
た
。

同
じ
く
主
人
公
に
良
か
ら
ぬ
感
情
を
抱
く
后
宮
と
し
て
は
、『
寝
覚
』
の
大
皇
の
宮

が
い
る
。
こ
れ
は
、
中
間
欠
巻
部
に
お
い
て
息
女
の
女
一
宮
が
、
関
白
（
当
時
は
内
大

臣
）
の
北
の
方
と
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
関
白
は
主
人
公
の
寝
覚
上
に
な
お
心
惹

か
れ
、
そ
ち
ら
へ
通
っ
て
ば
か
り
い
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
皇
の
宮
に
弘
徽
殿

大
后
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る②
。
た
だ
し
、

弘
徽
殿
大
后
が
皇
統
や
政
治
と
い
っ
た
公
を
舞
台
に
し
た
敵
対
関
係
と
は
異
な
り
、

こ
ち
ら
は
私
的
な
敵
対
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
人
公
と
競
わ
ね
ば
な
ら
な
い
我

が
子
が
親
王
（
男
）
で
あ
る
か
内
親
王
（
女
）
で
あ
る
か
と
い
う
違
い
で
も
あ
ろ
う
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、大
皇
の
宮
は
寝
覚
上
を
心
底
憎
ん
で
は
い
な
い
。
ど
こ
ろ
か
、

寝
覚
上
の
類
稀
な
美
し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
ま
こ
と
に
、
こ
れ
を
、
内
の
大

殿
に
思
ひ
放
ち
は
て
さ
せ
て
、
我
が
女
に
し
て
、
明
暮
見
ば
や
。
い
み
じ
き
、
も
て

あ
そ
び
物
な
り
か
し
。」
と
思
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
子
息
で
あ

る
帝
と
関
係
を
持
た
せ
よ
う
と
い
う
企
み
は
成
功
せ
ず
、
大
皇
の
宮
は
幾
度
と
な
く

関
白
と
寝
覚
上
と
の
関
係
に
憤
怒
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
寝
覚
上
そ
の
人
を
憎

む
と
い
う
よ
り
も
、
女
一
宮
が
病
床
に
つ
い
て
い
る
時
で
も
、「
大
臣
の
、
か
ゝ
る
折

と
て
も
一
つ
に
も
あ
ら
ず
、
ま
ぎ
れ
が
ち
に
、
心
そ
ら
な
る
さ
ま
」
で
、
関
白
が
寝

覚
上
の
も
と
へ
通
い
続
け
て
い
る
と
い
う
状
況
、
関
白
が
女
一
宮
を
蔑
ろ
に
扱
う
こ

と
へ
の
不
満
で
あ
り
、
怒
り
で
あ
っ
た
。

主
人
公
と
氏
族
を
異
に
す
る
后
宮
は
、『
う
つ
ほ
』『
源
氏
』『
寝
覚
』
と
い
う
よ
う

に
、
敵
役
と
し
て
一
つ
の
系
譜
を
作
っ
て
い
る
。
特
に
『
源
氏
物
語
』
で
は
、
そ
れ

が
主
人
公
の
側
に
立
つ
存
在
と
し
て
の
女
院
と
は
、
し
ば
し
ば
対
立
構
造
の
よ
う
に

見
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。『
寝
覚
』
で
も
、大
皇
の
宮
と
女
院
と
は
仲
が
良
く
は
な

く
、
女
院
は
主
に
同
胞
で
あ
る
関
白
（
男
君
）
を
通
し
て
で
は
あ
る
が
、
一
応
は
主
人

公
の
側
に
つ
く
。
女
院
と
相
対
す
る
存
在
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
后
宮
は
物
語
に
設
定

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
主
人
公
の
側
に
つ
く
后
宮
も
い
る
。『
狭
衣
』
の
皇
后
宮

と
、『
苔
の
衣
』
の
大
宮
で
あ
る
。
皇
后
宮
は
、
主
人
公
狭
衣
の
異
母
姉
妹
に
あ
た

る
。
大
宮
は
物
語
前
半
の
主
要
人
物
で
あ
る
苔
衣
の
入
道
（
物
語
初
期
は
中
納
言
）
の

叔
母
で
あ
る
。
弘
徽
殿
大
后
や
大
皇
の
宮
が
主
人
公
と
は
血
縁
関
係
を
持
た
な
い
の

に
対
し
、
こ
ち
ら
は
ご
く
近
い
親
族
で
あ
っ
て
、
関
係
も
良
好
で
あ
る
。『
狭
衣
』
の

皇
后
宮
は
、
春
宮
を
産
む
こ
と
で
堀
川
大
殿
一
家
の
権
勢
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し

た
。『
苔
の
衣
』
の
大
宮
は
、
春
宮
の
母
で
あ
る
上
、
更
に
主
人
公
の
妹
で
あ
る
女
院

（
当
時
は
殿
の
姫
君
）
の
着
袴
の
儀
に
お
い
て
、
袴
を
着
せ
る
役
を
し
た
。
ま
た
、
入

内
し
た
女
院
に
文
を
書
く
よ
う
、
幼
い
三
条
帝
（
当
時
は
春
宮
）
に
指
導
を
す
る
。
こ

れ
も
ま
た
、
主
人
公
一
族
の
繁
栄
の
後
ろ
盾
と
な
っ
て
く
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

三　

女
院
と
落
飾

こ
れ
ら
の
后
宮
が
女
院
と
な
ら
な
い
一
因
と
し
て
は
、
落
飾
し
て
い
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。『
苔
の
衣
』
の
大
宮
以
外
に
は
、
崩
御
あ
る
い
は
物
語
の
最
後
ま

で
、
落
飾
の
記
述
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。『
源
氏
』
の
薄
雲
女
院
が
、
入
道
后

宮
か
ら
女
院
と
な
る
こ
と
も
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
狭
衣
』
や
『
い

は
で
し
の
ぶ
』
の
女
院
が
よ
り
指
標
と
な
ろ
う
。『
狭
衣
』
で
は
、物
語
の
最
初
か
ら

夫
の
一
条
院
は
上
皇
で
あ
っ
て
、
女
院
は
一
条
院
后
宮
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
が

女
院
と
な
る
の
は
、「
后
の
宮
と
聞
え
さ
せ
し
は
、
尼
に
な
ら
せ
給
て
、
女
院
と
こ
そ

は
聞
え
さ
す
れ
」
と
、
尼
に
な
っ
た
こ
と
が
女
院
と
な
る
ひ
と
つ
の
契
機
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、『
い
は
で
し
の
ぶ
』
の
女
院
も
、「
入
道
の
宮
も
太
上
天
皇
に
な
す
ら

へ
て
女
院
と
そ
き
こ
ゆ
る
か
は
ら
ぬ
御
身
な
ら
ま
し
か
は
い
ま
一
き
は
の
き
さ
み
に
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か
み
な
き
く
ら
ゐ
に
こ
そ
さ
た
ま
ら
せ
給
は
ま
し
」
と
、
本
来
な
ら
ば
皇
太
后
宮
と

な
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
出
家
の
身
の
た
め
女
院
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し

か
し
、
史
実
上
で
は
落
飾
後
に
女
院
と
な
る
の
は
二
条
院
章
子
（
一
〇
二
七
―

一
一
〇
五
）
ま
で
で
あ
っ
て
、次
代
の
郁
芳
門
院
媞
子
（
一
〇
七
六
―
一
〇
九
六
）
は
落

飾
以
前
に
崩
去
、
母
后
で
あ
っ
て
も
待
賢
門
院
（
一
一
〇
一
―
一
一
四
五
）
な
ど
は
、

女
院
号
を
賜
っ
て
か
ら
約
一
八
年
後
の
落
飾
で
あ
る
。
橋
本
義
彦
氏
が
東
三
条
院
の

院
号
宣
下
に
つ
い
て「
母
后
を
特
別
に
優
遇
す
る
た
め
の
新
例
を
開
く
名
分
と
し
て
、

落
飾
入
道
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
た
感
が
深
い③
。」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、発
端
は
そ
う
で

あ
っ
て
も
、
現
実
的
に
は
、
落
飾
と
女
院
宣
下
と
は
後
代
に
な
る
ほ
ど
結
び
付
き
が

薄
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

唯
一
の
例
外
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
『
苔
の
衣
』
の
大
宮
で
、
こ
れ
は
落
飾
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
最
後
ま
で
后
宮
の
ま
ま
で
あ
る
。
一
方
、『
苔
の
衣
』
の
女
院

は
、
落
飾
し
な
い
ま
ま
女
院
と
な
っ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
状
況
が
逆
転
し
て
し
ま
っ

た
か
の
よ
う
で
あ
る
。『
源
氏
』『
狭
衣
』『
い
は
で
し
の
ぶ
』
の
女
院
が
、落
飾
後
に

女
院
と
な
る
の
に
対
し
、
落
飾
せ
ず
に
女
院
と
な
る
、
も
し
く
は
女
院
と
な
っ
た
後

に
落
飾
す
る
の
が
、『
苔
の
衣
』
の
他
に
、『
有
明
の
別
れ
』『
浅
茅
が
露
』『
岩
清
水

物
語
』『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
の
女
院
た
ち
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、『
岩
清
水
物
語
』『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
に
登
場
す
る
女
院
以
外
は
、

夫
帝
の
譲
位
と
同
時
に
女
院
と
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
史
実
上
で

は
例
の
な
い
こ
と
で
、近
い
と
す
れ
ば
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
正
月
に
崩
御
し
た
高

倉
天
皇
の
中
宮
で
、
同
年
十
一
月
に
女
院
宣
下
を
受
け
た
建
礼
門
院
徳
子
ぐ
ら
い
で

あ
ろ
う
か
。し
か
も
、こ
れ
は
譲
位
と
い
う
よ
り
は
崩
御
の
後
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
ほ
ど
期
間
を
置
か
な
い
女
院
宣
下
が
、
そ
の
後
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
も
見

え
な
い
。
夫
院
が
存
命
中
の
場
合
は
、女
院
と
な
る
ま
で
に
は
一
、二
年
の
期
間
が
あ

る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
史
実
と
の
齟
齬
は
、
物
語
に
お
け
る
院
・
女
院
の
機
能

に
お
い
て
、
何
等
か
の
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
野
村
氏
の
御
論
に
「
わ

ず
か
な
例
か
ら
で
は
あ
る
が
」
と
の
断
り
書
き
の
上
、
院
・
女
院
は
、「
二
人
で
一
対

の
形
」
を
取
る
こ
と
も
あ
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
物
語
で
は
最
も
関
係
の
深
い
后
宮

が
、
あ
た
か
も
夫
院
の
後
を
追
っ
て
女
院
と
な
っ
た
か
の
よ
う
に
描
か
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
物
語
に
お
け
る
譲
位
と
は
、即
ち
世
代
交
代
で
あ
る
。『
有
明
の
別
れ
』
の
よ

う
な
例
外
を
除
き
、
政
権
は
ど
れ
だ
け
幼
く
と
も
天
皇
に
あ
っ
て
、
物
語
は
内
裏
を

中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
史
実
の
よ
う
に
儀
礼
に
お
い
て
母
后
が
必
要
で
あ
っ
た

り
、『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
の
藤
壺
の
よ
う
に
政
務
を
執
っ
た
り
す
る
等
の
明
確
な

意
図
が
無
け
れ
ば
、
た
と
え
「
国
母
」
で
あ
っ
て
も
、
后
宮
と
し
て
内
裏
に
留
ま
る

こ
と
は
で
き
ず
、
后
宮
と
し
て
の
役
割
は
、
新
た
な
天
皇
の
嫡
后
に
受
け
継
が
れ
て

い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
、『
苔
の
衣
』
の
女
院
は
、
落
飾
せ
ず
に
女
院
と
な
っ
た
。

女
院
と
な
る
契
機
は
、
夫
で
あ
る
三
条
帝
の
譲
位
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
こ
の
一
連
の
最
後
に
、
同
じ
く
三
条
帝
の
妃
で
あ
っ
た
麗
景
殿
女
御
が
皇
后
宮

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、更
に
は
春
宮
女
御
で
あ
っ
た
苔
衣
の
入
道
女
が
、中
宮
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
大
宮
」
は
、そ
の
呼
称
か
ら
皇
太
后
宮
か
太
皇
太
后
宮
で
あ

る
。
物
語
の
当
初
、
春
宮
の
母
時
代
な
ら
ば
、
こ
れ
は
皇
太
后
宮
で
あ
ろ
う
。
そ
の

後
は
皇
太
后
宮
の
ま
ま
か
、
或
は
太
皇
太
后
宮
に
上
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
物
語

内
に
は
そ
の
描
写
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
が
地
位
を
動
か
ず
、
女
院
（
当
時
は
中

宮
）
が
女
院
と
な
る
こ
と
で
、
残
り
の
后
位
が
定
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
や
は
り
異
様
な
処
置
で
あ
っ
て
、
本
来
な
ら
ば
大
宮
が
女
院
、
女
院
が
皇
太
后

宮
と
な
り
、
そ
れ
以
外
の
后
位
が
順
次
埋
ま
る
べ
き
で
あ
る
。
仮
に
そ
う
し
た
と
し

て
も
、
物
語
上
の
矛
盾
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
こ
に
は
何
等
か
の

物
語
作
者
の
意
図
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、前
述
の
よ
う
に
、

院
・
女
院
の
夫
婦
関
係
が
一
対
の
存
在
で
あ
る
と
し
て
も
、
女
院
の
方
に
は
そ
れ
が

言
え
る
が
、
大
宮
の
方
か
ら
は
言
え
な
い
。

唯
一
異
な
る
と
す
れ
ば
、
後
見
す
る
姫
君
の
立
場
で
あ
ろ
う
か
。
大
宮
に
は
三
条
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院
以
外
の
子
供
が
お
ら
ず
、
故
弘
徽
殿
腹
の
女
宮
を
養
育
し
て
い
る
。
大
宮
の
夫
で

あ
る
冷
泉
院
は
、
こ
の
姫
宮
を
大
宮
の
甥
で
あ
る
苔
衣
の
入
道
に
降
嫁
さ
せ
よ
う
と

し
た
が
、
そ
れ
を
一
因
と
し
て
北
の
方
を
亡
く
し
た
苔
衣
の
入
道
は
、
出
家
入
道
し

て
行
方
不
明
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
姫
宮
は
、
そ
の
後
も
冷
泉
院
と
大
宮
の
傍

を
離
れ
ず
、
病
を
得
た
後
に
落
飾
し
た
。
一
方
、
女
院
が
後
見
す
る
苔
衣
の
入
道
女

は
、
女
院
が
中
宮
を
退
い
た
こ
と
で
、
今
上
帝
の
中
宮
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
地
位
に

納
ま
っ
た
。
物
語
の
后
位
は
、
あ
る
程
度
意
中
の
人
物
に
譲
渡
し
た
り
、
意
向
を
示

し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
女
院
は
院
の
譲
位
と
共
に
后

位
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
大
宮
の
場
合
は
、
譲
位
の
折
に
は
後
宮
整
理
の

た
め
に
后
位
を
降
り
る
必
要
性
が
無
く
、
更
に
は
姫
宮
が
入
道
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

で
、
后
位
を
譲
渡
す
る
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
い
え
る
。
后
位
は
、
落
飾
し

て
も
そ
の
ま
ま
留
ま
る
こ
と
が
可
能
で
は
あ
る
。
史
実
上
で
は
早
い
時
期
か
ら
円
融

院
后
の
遵
子
や
、
一
条
院
皇
后
の
定
子
な
ど
の
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
落
飾
後
に
初

め
て
后
位
に
つ
い
た
例
は
見
ら
れ
ず
、
物
語
に
お
い
て
も
、
先
述
の
『
い
は
で
し
の

ぶ
』
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
や
は
り
、
こ
の
大
宮
の
状
況

は
、
今
回
取
り
扱
っ
て
い
る
物
語
群
か
ら
す
れ
ば
異
例
で
あ
っ
て
、
よ
り
詳
細
に
検

討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
も
考
え
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
考
察
の

機
会
を
持
ち
た
い
。

一
方
、
女
院
に
関
し
て
は
、
主
人
公
・
主
要
人
物
と
し
て
は
『
源
氏
』
の
薄
雲
女

院
、『
有
明
の
別
れ
』
の
女
院
、『
い
は
で
し
の
ぶ
』
の
女
院
、『
我
身
に
た
ど
る
姫

君
』
の
我
身
女
院
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
源
氏
』
の
薄
雲
女
院
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
桐
壺
院
の
后
で
、
継
子
に
あ
た
る
主

人
公
光
源
氏
と
密
通
を
犯
し
て
冷
泉
帝
を
儲
け
た
。『
有
明
の
別
れ
』
の
女
院
は
、男

装
し
て
宮
中
に
出
仕
し
な
が
ら
男
子
の
い
な
い
自
家
の
跡
取
り
を
探
し
求
め
、
そ
れ

を
得
た
後
は
帝
に
入
内
し
て
国
母
と
な
り
繁
栄
し
た
。『
い
は
で
し
の
ぶ
』
の
女
院

は
、
一
条
院
内
大
臣
に
降
嫁
し
た
皇
女
で
あ
る
が
、
後
に
内
大
臣
と
の
仲
を
割
か
れ

た
。
内
大
臣
の
逝
去
後
は
、
そ
の
若
君
が
皇
子
を
持
た
な
い
兄
帝
の
養
子
と
し
て
帝

位
に
つ
き
、
姫
君
の
婿
取
り
に
悩
む
女
院
の
姿
も
描
か
れ
る
。
我
身
女
院
は
、
関
白

と
水
尾
皇
后
宮
と
の
密
通
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
姫
君
で
、
父
関
白
に
見
出
さ
れ
て
入

内
し
立
后
、
国
母
、
女
院
と
な
り
、
崩
御
す
る
ま
で
が
物
語
内
の
時
間
軸
に
沿
っ
て

描
か
れ
て
い
る
。

主
人
公
・
主
要
人
物
の
女
院
宣
下
に
お
け
る
状
況
は
、
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
異
な

る
。
子
息
の
即
位
に
伴
っ
て
女
院
と
な
る
の
は
、薄
雲
女
院
お
よ
び
『
有
明
の
別
れ
』

の
女
院
で
あ
る
。
た
だ
し
、
薄
雲
女
院
は
夫
で
あ
る
院
の
崩
御
後
且
つ
落
飾
後
、『
有

明
の
別
れ
』
で
は
、
夫
院
は
生
存
し
て
お
り
、
落
飾
も
し
て
い
な
い
。
同
じ
く
夫
が

薨
去
、
自
身
は
落
飾
し
て
い
て
、
子
息
の
春
宮
立
坊
と
共
に
女
院
と
な
る
の
が
『
い

は
で
し
の
ぶ
』
で
あ
る
。
我
身
女
院
は
、
子
息
の
即
位
後
は
皇
太
后
宮
と
な
り
、
夫

院
の
崩
御
後
も
周
囲
の
抑
制
も
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く
后
位
に
留
ま
っ
た
ま
ま
落
飾
も

し
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
約
六
年
の
歳
月
を
経
て
女
院
と
な
り
、
程
な
く
し
て
入
道

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
整
理
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
女
院
宣
下
前
の
后
位
に
注
目
す
る
。
順

当
に
い
け
ば
、
国
母
が
子
息
の
即
位
に
伴
っ
て
つ
く
べ
き
地
位
は
、
皇
太
后
宮
で
あ

る
。
我
身
女
院
は
そ
れ
に
倣
っ
て
、皇
太
后
宮
と
な
っ
た
後
に
女
院
と
な
る
。『
い
は

で
し
の
ぶ
』
の
女
院
は
、
臣
籍
降
嫁
し
た
一
品
宮
で
、
本
来
は
皇
太
后
宮
と
な
る
と

こ
ろ
を
落
飾
の
た
め
に
妨
げ
ら
れ
、
女
院
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
と
は
異
な
り
、『
有
明

の
別
れ
』
の
女
院
は
、
中
宮
か
ら
女
院
と
な
っ
た
。
国
母
が
中
宮
か
ら
女
院
と
な
る

例
は
、
待
賢
門
院
以
降
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
か
ら
、
成
立
期
が
ほ
ぼ
こ
れ
以
降
と
さ

れ
る
『
有
明
の
別
れ
』
の
女
院
は
、
こ
れ
に
准
じ
て
考
え
ら
れ
る
。
先
述
の
表
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
前
後
の
物
語
の
女
院
は
、
圧
倒
的
に
中
宮
か
ら
女
院
と
な

る
も
の
が
多
い
。

問
題
と
な
る
の
は
、
薄
雲
女
院
で
あ
る
。
し
か
し
、「
澪
標
」
巻
で
「
入
道
后
の

宮
」
と
さ
れ
る
薄
雲
女
院
が
、
こ
の
と
き
中
宮
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
も
そ
も
后
位
に
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い
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
議
論
が
あ
る
た
め
、
検
討
が
困
難
で
あ
る
。
一
度
落

飾
し
た
後
に
后
宮
と
な
っ
た
例
と
し
て
は
、『
源
氏
』
以
前
に
は
一
条
院
皇
后
定
子
、

や
や
後
に
は
二
条
院
章
子
の
例
な
ど
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
『
源
氏
』
で
は
そ
の

措
置
は
取
ら
れ
な
か
っ
た
。
同
じ
「
国
母
」
で
あ
っ
て
も
、
后
宮
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
と
同
等
、
も
し
く
は
そ
れ
に
准
ず
る
も
の
と
し
て
、
女
院
と
い
う
地
位
が

設
定
さ
れ
、
こ
れ
が
物
語
に
お
け
る
「
女
院
」
制
度
の
発
端
と
な
る
。
そ
し
て
、
落

飾
に
関
し
て
は
、『
有
明
の
別
れ
』『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
の
よ
う
に
、
受
け
継
が

れ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、『
い
は
で
し
の
ぶ
』
の
よ
う
に
、
史
実
と
の
齟
齬
が
あ

り
つ
つ
も
、
継
承
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
苔
の
衣
』
の
女
院
は
、
関
白
家
の
姫
君
と
し
て
春
宮
入
内
し
、
若
宮
を
産
ん
だ
。

春
宮
の
即
位
と
共
に
若
宮
は
立
坊
し
、
自
ら
も
中
宮
と
な
る
。
物
語
前
半
の
主
要
人

物
で
あ
る
夫
妻
と
は
兄
妹
関
係
に
あ
っ
て
、
二
人
が
残
し
た
姫
君
を
養
育
し
て
、
こ

れ
を
春
宮
に
入
れ
、物
語
の
最
後
ま
で
姫
君
の
良
き
保
護
者
で
あ
っ
た
。『
我
身
に
た

ど
る
姫
君
』
の
水
尾
女
院
は
水
尾
帝
中
宮
で
、
所
生
の
三
の
皇
子
が
春
宮
を
経
て
即

位
す
る
（
我
身
帝
）。
恋
敵
で
あ
っ
た
皇
族
の
皇
后
宮
の
血
縁
者
に
は
、
藤
氏
の
后
と

し
て
厳
し
い
態
度
を
貫
く
が
、
そ
れ
と
は
知
ら
な
い
我
身
女
院
に
対
し
て
は
、
出
生

を
訝
り
は
す
る
も
の
の
、
敵
視
に
は
至
ら
ず
、
我
身
帝
の
后
に
迎
え
て
い
る
。
孫
の

三
条
帝
の
代
ま
で
存
命
で
、
世
に
重
き
を
成
し
た
人
物
で
あ
る
。
嵯
峨
女
院
は
、
皇

后
宮
腹
の
嵯
峨
帝
に
尚
侍
と
し
て
出
仕
し
た
後
、皇
后
宮
と
な
り
姫
宮
（
女
帝
）
を
儲

け
て
い
る
。
水
尾
女
院
の
姪
、
我
身
女
院
の
異
母
姉
妹
に
あ
た
り
、
前
面
に
出
る
こ

と
は
少
な
く
と
も
、
女
帝
と
の
関
係
上
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
人
物
で
あ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
す
る
と
、
野
村
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
女
院
と
な
る
の
は
主
人

公
・
主
要
人
物
の
近
親
者
が
多
い
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
か
、
女
院
は
后
宮
と
は
異

な
っ
て
、
敵
役
に
回
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
。
そ
れ
は
主
人
公
ら
の
一
族
の
繁
栄
を

保
証
す
る
存
在
で
あ
り
、
庇
護
者
で
あ
る
。
女
院
宣
下
時
に
は
、
中
宮
ま
た
は
太
皇

太
后
宮
で
あ
っ
て
、
子
息
は
帝
で
あ
る
。
院
の
譲
位
と
と
も
に
女
院
と
な
る
の
は
、

『
苔
の
衣
』
の
女
院
の
み
（『
寝
覚
』
は
欠
巻
部
分
の
た
め
不
明
）、
女
院
と
な
る
前
に
落

飾
し
て
い
る
の
は
『
狭
衣
』
の
女
院
の
み
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
史
実
上
で

は
落
飾
と
女
院
に
は
必
ず
し
も
関
係
の
あ
る
必
要
は
な
く
、
こ
れ
は
物
語
の
内
に
も

踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
物
語
の
女
院
の
多
く
が
「
国
母
」
で
あ
る
必
要
性
の
一

端
は
、
こ
こ
に
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
天
皇
の
后
で
あ
っ
て
も
、
次
代
の

帝
の
母
と
な
ら
な
け
れ
ば
、
一
族
の
繁
栄
の
礎
た
り
え
な
い
。
こ
れ
は
、
主
人
公
・

主
要
人
物
が
、
男
性
で
あ
る
場
合
に
顕
著
で
あ
る
。
物
語
の
女
院
は
、
女
院
で
あ
る

前
に
、
ま
ず
「
国
母
」
で
あ
る
こ
と
が
重
要
な
条
件
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
あ
ま
り
物
語
の
主
筋
に
関
わ
ら
な
い
人
物
と
し
て
は
、『
浅
茅
が
露
』
の
女

院
と
、『
岩
清
水
物
語
』
の
女
院
が
い
る
。『
浅
茅
が
露
』
の
女
院
は
、
関
白
の
姉
妹

と
す
れ
ば
、
主
人
公
で
あ
る
二
位
中
将
の
叔
母
に
あ
た
り
、
主
人
公
の
思
慕
対
象
と

な
る
姫
宮
を
養
育
し
て
い
る
。し
か
し
、そ
の
姫
宮
が
何
事
も
な
く
斎
宮
と
し
て
下
っ

て
し
ま
っ
て
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
物
語
に
は
登
場
し
な
く
な
る
。
巻
末
の
欠
巻
部
以

降
に
何
等
か
の
重
要
な
役
割
を
果
し
た
と
考
え
ら
れ
る
要
素
も
な
い
。『
岩
清
水
物

語
』
の
女
院
は
、
主
人
公
で
あ
る
秋
の
中
納
言
の
従
姉
妹
に
あ
た
る
。
三
条
院
（
の

ち
、
嵯
峨
院
に
移
御
）
の
后
か
ら
今
上
の
母
女
院
と
な
り
、
幸
い
人
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
る
以
外
、
主
人
公
ら
と
は
ほ
ぼ
関
係
し
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
主
人
公

に
関
わ
る
女
院
と
あ
ま
り
大
差
な
く
、
物
語
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
し
て
は
、
特
別

に
議
論
の
幅
を
持
た
な
い
も
の
と
し
て
も
良
か
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
物
語
に
お
け
る
「
国
母
」
で
あ
る
后
宮
と
女
院
と
の

比
較
を
、
複
数
の
物
語
を
通
し
て
行
っ
て
み
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
が
制
作
さ
れ
た

時
代
情
勢
や
先
の
物
語
か
ら
の
継
承
・
非
継
承
を
含
み
つ
つ
、
同
じ
「
国
母
」
と
い

う
条
件
を
持
つ
と
い
え
ど
も
、
后
宮
と
女
院
と
の
間
に
は
、
そ
の
出
自
や
物
語
に
お
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け
る
位
置
、
落
飾
と
い
っ
た
視
点
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
一
定
の
分
類
や
傾

向
が
読
み
取
れ
る
こ
と
を
示
し
て
み
た
。

こ
の
よ
う
な
視
点
の
他
に
も
、こ
れ
ら
后
宮
や
女
院
の
全
体
像
を
捕
ら
え
る
に
は
、

政
治
的
な
関
与
や
宗
教
儀
式
、
文
芸
活
動
と
い
っ
た
方
面
か
ら
も
照
射
し
て
み
必
要

が
あ
る
こ
と
を
最
後
に
付
言
し
、
ま
た
次
の
機
会
に
繋
げ
た
い
と
思
う
。
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